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1. はじめに 

 鉄筋コンクリートにおけるかぶり部分のコンクリ

ートの品質は，塩害や凍害，中性化などに対するコ

ンクリート構造物の耐久性に大きな影響を及ぼすた

め，表層部の品質を確保することは重要である．本

研究では，非破壊でコンクリート構造物の吸水速度

を測定することが可能な表面吸水試験装置と，表層

品質を評価するために簡易で有効な目視評価法の 2

つを用いて，既存コンクリート構造物の表層品質の

調査を行い，将来的には設計や施工に反映させるこ

とを目的とした． 

 

2. 調査対象 

 調査対象は，長岡市にあるフェニックス大橋（信

濃川橋梁，渋海川橋梁）を中心とした，国道 404 号

長岡東西道路にある，ボックスカルバート(以下ボッ

クス)12 基のうち 2 基である．対象構造物の施工年

は平成 19 年から平成 26 年までであり，調査は平成

27 年 10 月~12 月に行った．平成 26 年度にも同様の

調査を行っているが，今回は特定の構造物に対して

型枠パネルごとに詳細な調査を行うこととした．測

定箇所は脚立を使わずに届く高さである，路面から

上に 2 パネルまでの表面状態の良好そうな箇所をい

くつか選び，良くないと思われる箇所も任意で選び，

測定を行った． 

 

3. 表面吸水試験 

3.1 表面吸水試験装置 

表面吸水試験装置（SWAT）は，コンクリートの表

面で水をどれだけの速度で吸い込んでいるかを開始

から 10 分間経過した時点で測定するものである．得

られた表面吸水速度を文献 1)の標準の閾値である

0.50(ml/m2/s)と比較検討し，吸水抵抗性の良し悪しを

判断する． 

 

図-1 表面吸水試験装置 

 

平成 26 年度の調査より，1 つの構造物でも吸水カ 

ップの左右で大きく違う値が出てしまうこと，吸水

カップの締め付けボルトの締め方の強さによって表

面吸水速度に影響がでてしまう傾向，表面吸水試験

装置のフレームの剛性による影響などの問題点が挙

げられた．そのため，使用する吸水カップを 2 つか

ら 1 つにすることにより，フレームによる剛性の影

響を軽減し，さらに締め付け強さの問題はボルトに

チョークでマーキングし，締める角度を一定にする

工夫も行った． 

 

3.2 結果 

 今回測定した B8 および B10 と呼ぶ 2 つのボック

スの測定位置および結果を，図-2，表-1，図-3 に示

す．図-2 は B8 の測定した東壁を簡易的に表したも

のであり，測定した箇所は計 18 箇所である．1~14 は

表面状態の良さそうな箇所で測定したものであり，

表-1の 15~18 は表面状態が良くないと思われる箇所

で測定したものである． 

結果として，1, 2, 14, 16 の両端のブロックは表面

吸水速度が小さいことが分かる．また，地面に近い

ブロックの 3, 5, 7, 9, 11 も表面吸水速度は直上のブ

ロックに比べて小さいこともわかる．これらは雨や

水がかかりやすい箇所であると考えられ，コンクリ

ートが他に比べて緻密になり，表面吸水速度が小さ

くなったと考えられる． 
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また 11 と 12 を見ると，それぞれの行の中で表面

吸水速度が最も大きい．2 つのブロックはこのボッ

クスの箇所の選定の際，目視で確認した中で表面状

態が一番悪そうと予想していた箇所だった． 

表面状態が良くないと思われる箇所の 15~18 の表

面吸水速度については，表面状態の良さそうな箇所

とほとんど違いが見られなかった．打ち重ね線と表

面気泡については表面吸水速度の大小に直接影響を

与えるものではないと，今回の結果を見る限りでは

考えられる． 

図-3 は B10 の東壁を簡易的に表したものである．

1~4 は表面状態が良さそうな箇所を選んだものであ

り，5~7 はそれぞれ砂すじ，微細ひび割れ，表面気泡

の上で測定したものである．結果として B8 と比べ

ると表面吸水速度が大きいものが多い．この B10 は

水をかけると表面ひび割れが多く浮かび上がるもの

であり，主に施工後の養生不足が原因と考えられる．

また，この B10 は周辺のボックスの中でも高さが高

いものであったため，施工が難しかったことも考え

られる．  

また，2, 6, 7 は非常に大きい表面吸水速度となっ

ている．これらは吸水カップから外側に繋がるひび

割れや，内側にひび割れがあるものだった．しかし，

6 の砂すじはひび割れと合わさるような形だったた

め，砂すじだけでは大きくなる要因になるとは考え

られない．大きくなる要因は微細ひび割れが関係し

ていると考えられる． 

 

4. コンクリート表層目視評価による評価 

表層品質の目視評価の評価項目は，文献 2)にある，

「①沈みひび割れ」「②表面気泡」「③打重ね線」「④

型枠継ぎ目ののろ漏れ」「⑤面的な砂すじ」に「⑥微

細な収縮ひび割れ」を加えた 6 項目とし，回答の選

択肢は，1.0~4.0 までの 0.5 点刻みとした． 

 目視評価は構造物全体を目視で評価するのが通常

であるが，今回の調査では表面吸水試験装置で測定

した箇所のブロックの単位を評価する対象とした．

これにより，各設問や総合点に表層品質の傾向がな

いかを細かく把握でき，表面吸水速度との関係も細

かく把握できると考えた． 

 

図-2 B8東壁の測定位置および結果 

 

表-1 B8の表面状態の良くない箇所の位置および結果 

 

 

 

図-3 B10東壁の測定位置および結果 

 

 

図-4 B8の目視評価と表面吸水速度の関係 

 

結果として，図-4 は B8 の目視評価と表面吸水速

度の関係を表したものである．これを見ると，表面 

吸水速度が大きくなると目視評価の点数も下がる傾

向がある．これは目視評価がブロックごとの表層品

質の違いを比較的よく表しているのではないかと考

えられる． 

 

5. 今後の予定 

今回行った以外の調査を進め，表面吸水速度の大

小の傾向を明らかにしていき，施工や設計に活かせ

るようにすることを考えている． 
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番号 表面状態 ブロック 表面吸水速度
15 打ち重ね線上 14 0.155
16 表面気泡 14 0.231
17 表面気泡 7 0.294
18 表面気泡 8 0.150
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